
新聞カフェ 
メンバー数：１１名 活動場所：伊勢市 

実施主体：中日新聞社 

 担当教員：齋藤 平（教育開発センター） 

活動年度：H29, H30 
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＜成果と課題＞ 

 今年度も昨年度から継続して、中日新聞社伊勢支局
様のご協力のもと活動を行ってきました。新たに多くの
メンバーも加わり、これまで以上に活発に話し合いをす
る事ができたと思います。 

 成果としては、昨年度月１回で開催していた新聞カ
フェでしたが、今年度は月２回のペースで開催をする
事ができました。開催数が増えることにより、多くのメン
バーが参加可能になりました。しかし、開催にあたって
の打ち合わせがあまりできないということもありました。 

 昨年度は「新聞とはどのようなものか」という点を中
心に議論をしてきましたが、今年度は憲法問題や消費
増税、外国人の就労問題など、具体的な社会問題・時
事問題について議論をしてきました。記者さんを交えて
議論ができるので、質問ができ、理解をより深くするこ
とができました。 

 また、今年度の新たな取り組みとして、活動メンバー
が夏期休暇中に中日新聞社伊勢支局へのインターン
シップに行かせていただきました。インターンシップで
は話の引き出し方や文章の書き方を実際の取材を体
験しながら学ぶことができました。そこで書いた記事は、
中日新聞伊勢志摩版に掲載していただくことができ、
貴重な経験ができたと思います。 

 今後の課題は新聞カフェの運営方法の見直しと、去
年と同じく広報の仕方の２つです。 

 
＜実施主体様の声＞  
２０１８年度の新聞カフェでは「外国人労働者の受け入
れ緩和」や「憲法改正」などの時事問題で、学生さんた
ちと意見を交わし合う場を持つことができました。新聞
記事を読みながらだと、硬めの話題でも考えを言いや
すくなるようです。活発な意見交換ができたと思います。
一部の人は中日新聞伊勢支局で５日間、インターン
シップとして記者の仕事を体験しました。インタビュー
の準備や文章をまとめる経験が今後に役立てば幸い
です。 
 

＜特にアピールしたいポイント＞ 
・CLL活動に入っていない人でも参加することができる 
・議論したいテーマを提案する事ができる 


